
ー ー ー ー ー

効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー

ー 39,693 53,881 56,093 48,045

効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー

効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 ー

効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 37,572 効果額〔実績〕 48,850 効果額〔実績〕 45,809 効果額〔実績〕 39,571

効果額〔実績〕 ー 効果額〔実績〕 2,121 効果額〔実績〕 5,031 効果額〔実績〕 10,284 効果額〔実績〕 8,474

400 1,598 1,809 2,081 2,142

効果額〔実績〕 339 効果額〔実績〕 1,476 効果額〔実績〕 1,687 効果額〔実績〕 1,898 効果額〔実績〕 1,898

効果額〔実績〕 61 効果額〔実績〕 122 効果額〔実績〕 122 効果額〔実績〕 183 効果額〔実績〕 244

柏原市⾏財政健全化戦略 具体的取組項目 調書 （平成27年3⽉）
③均衡と抑制の取り組み

50,187

平成２２年度 平成２５年度平成２３年度

｢市⺠満⾜度｣｢部局の運営⽅針｣
を取り入れた評価⽅法に改善(客
観性の向上)

55,690 58,174

平成２４年度 平成２６年度

H23.3
約6億2290万円を借換え

取組内容と効果額〔実績〕（千円）

7箇所の整備と維持管理7箇所の整備と維持管理 8箇所の整備と維持管理 9箇所の整備と維持管理

①随時検査を強化
②工事成績評定基準の改正

入札等監視委員会の審査対象と
なる要件を拡大

②コンサル部門の成績評定導入
の検討

400 41,291均衡と抑制の取り組み

実施内容

総合評価落札⽅式の入札⽅法採
用や入札等監視委員会の設置

K3 契約検査課

⾏財政健全化戦略 ３－３．適正な経費⽀出への取り組み

K2 契約検査課

K4
下水道業務課
(経営総務課)

公債費(利⼦)
の削減

工事・コンサル業務の電⼦入札
を実施

⾒直しの着眼点 番号 担当課

その他経費・事業費に
必要性、費用対効果等
による⾒直し

⾏財政健全化戦略 ３－１．重点的・戦略的な⾏財政運営を実現する予算編成の実施

⾏政評価結果を踏まえ
た予算編成

その他経費・事業費の
必要性、費用対効果等
による⾒直し

その他経費・事業費の
必要性、費用対効果等
による⾒直し

公正で適正な
入札制度の確
⽴

K1

その他経費・事業費に
必要性、費用対効果等
による⾒直し

⾏財政改⾰推
進本部
(企画調整課)

⾏政評価シス
テムの運用

⾏政評価システム(事務事業評
価・市⺠委員による施策評価)の
適正運用

水道総務課
(経営総務課)

公共工事の評
価制度の⾒直
し

①施工管理及び検査体制の充実
②公共工事の評価制度を充実

K5
→

→

対象企業債の繰上償還・借換え

75公園(前年⽐1公園増）

9箇所の整備と維持管理

→

→

郵便入札(電⼦入札以外で透明性
を確保できる⽅法)の実施

→

H23.9、H24.3
約3億6680万円を借換え

暴⼒団排除条例に伴う規則要綱
の整備

→①公共工事の管理体制を強化

→
H24.9、H25.3
約5530万円を借換え

地域協働の推
進

地域協働の推
進

K7
市⺠協働のまちづくり
の推進

公園緑地課
地域ボランティアによる維持管
理の推進

市⺠協働のまちづくり
の推進

K6

新評価⽅法の継続、市⺠満⾜度
の毎年実施の検討、⾏政評価を
総合計画の進⾏管理に活用

業者登録の電⼦受付の検討

72公園(前年⽐1公園増） 74公園(前年⽐1公園増）→73公園(前年⽐1公園増）

2回目の市⺠満⾜度調査を実施、
⾏政評価の資料を更新

客観性の向上、評価結果の反映
を促進

⾏政マネジメント⼒の向上を目
指し、部⻑マニュフェストを評
価ベースとした評価⽅法を導入

対象企業債の繰上償還

公園緑地課

企業債の計画
的な償還・借
り換え

⾼⾦利企業債の繰上償還・借換
え等(効果は翌年計上)

年利5％以上7％未満の下水道債
をH22〜H24の3年間で低⾦利な
ものに借換え(効果は翌年計上)

⾏財政健全化戦略 ３－７．柏原版「産学官」協働と「市⺠」との連携によるまちづくり

ワークショップ形式等を活用し
た市⺠との協働による緑地整備


